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昭和２４年６月１日

常呂村役場日吉支所落成の頃の日吉あれこれ

▲

戦後間もない昭和２２年８月１６日に、日吉郵便局が集配局となり、地域の通信機関と

して住民に利用され、翌２３年に日吉澱粉工場が操業開始、そして、地域住民の便益と村

行政の円滑な運営を行うため、昭和２４年６月１日に常呂村役場の日吉支所が落成し、同

月１６日から簡単な役場の事務を取り扱うようになりました、同じ年の５月には農協の総

会で日吉に農機具工場の設置を決め、１１月１５日、農協の日吉支所も開設します。

▲

今回は、日吉地区の昭和２０

年代を、常呂図書館にある写真

で紹介します。

＊左は、昭和２３年１２月２１

日に操業を開始した日吉澱粉

工場の職員

常呂村役場日吉支所



＊この３枚の写真は、昭和２０

年代の日吉小中学校の運動会で

す。日吉小学校開校８０周年記

念誌「山なみ 川なみ」による

と、在籍数は、昭和２０年の

２４１人をピークに、昭和２３

年から３０年までは１５０－

１６０人という大人数でした。

鉄山の存在が大きかったのでし

ょう。

＊左上：昭和２３年の運動会の

写真にある桂の大木は、老木に

なったこととグラウンド拡張の

ため、昭和２８年に切り倒され

ました。なかなか倒れず、全校

生徒が運動会の綱引きロープで

引っ張ったというエピソードが

残っています。

＊左：昭和２５年の運動会

この年、新任教師として赴任し

た方が運動会の思い出を記念誌

に綴っているので紹介します。

「…春の運動会は地区合同で、

鉄山の従業員、青年団、地域を

挙げての行事でした。他校との

リレーは午前中の花形で、応援

にも熱が入り、生徒も真剣その

ものでした。それが終わると昼

食が始まり、酒も入ってくる。

ほどほどに酔いが回り、地域対

抗になるとなかなか進行しな

い。審判が大変で、綱引き大会

は勝負が長引き、電灯をつけて

決戦したこともあり、終日楽しかったものです。…遊戯はピアノがないので、オルガンを

グラウンドの真ん中に出し、それを伴奏にしたものでした」 ＊左下は昭和２８年

※「あのときの常呂・写真館」VOL ２５：昭和１０年９月１６日／手師学郵便取扱所

開始、VOL ３３：昭和４４年９月３０日常呂町役場日吉支所落成もご覧ください。



＊左の写真は、昭和２４年５月

１２日、常呂川に架かる日吉橋

が氾濫による増水で流失したと

きのもの。翌２５年５月１２日

に新しい橋が完成し、渡橋式を

しています。

＊日吉橋は、その後、昭和３３

年１０月、昭和３５年３月の２

回、常呂川の氾濫で流されたと

いう記録があります。どちらも

橋が復旧するまでの間、対岸へ

渡るために両岸にロープを張

り、磯舟で渡ったという記録が

残っています。

＊左の写真は、昭和３３年、

３５年で流失するどちらかの日

吉橋です。

＊右：昭和２５年１２月１１日落成の常呂町

農協の家畜診療所日吉支所

＊下：昭和２５年頃の若原商店

オート３輪が写っている珍しい写真


